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【
ケ
ル
ン
1
8
日
磯
野
彰
彦
】
コ

ン
ボ
和
平
後
の
復
興
支
援
を
め
ぐ

る
討
議
は
1
8
日
夜
の
主
要
８
力
国

　
（
Ｇ
８
）
首
脳
ワ
ー
キ
ン
グ
デ
ィ

ナ
ー
か
ら
始
ま
る
が
、
コ
ソ
ボ
支

援
の
主
導
権
を
め
ぐ
っ
て
、
各
国

の
外
相
と
蔵
相
と
の
間
で
″
さ
や

あ
て
″
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
外
交
の
専
門
家
を
自
任
す
る
外

相
か
ら
す
れ
ば
、
コ
ソ
ポ
支
援
は

当
然
、
自
分
た
ち
の
専
管
事
項
。

ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
っ
て

９
、
1
0
の
両
日
開
か
れ
た
Ｇ
８
外

相
会
議
で
も
、
難
民
帰
還
や
周
辺

地
域
を
合
め
た
支
援
問
題
が
話
し

合
わ
れ
た
。

コソボ復興支援
　
こ
れ
に
「
待
っ
た
」
を
か
け
だ

の
が
、
1
2
日
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

で
聞
か
れ
た
先
進
７
力
国
（
Ｇ
７
）

蔵
相
会
議
。
今
後
の
支
援
活
動
を
、

世
界
銀
行
な
ど
国
際
機
関
と
協
調

の
話
は
わ
れ
わ
れ
（
蔵
相
）
の
仕

事
。
外
相
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
」

と
の
空
気
が
強
か
っ
た
か
ら
。
今

後
、
コ
ソ
ボ
支
援
に
つ
い
て
の
蔵

相
に
よ
る
特
別
会
合
を
開
き
、
支

し
て
迪
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
　
援
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
「
モ

　
宮
沢
喜
一
蔵
相
の
同
行
筋
に
よ
　
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
）
」
を
継
続

る
と
、
支
援
の
対
象
も
金
額
も
詰
　
す
る
方
向
と
い
う
。

ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
蔵
相
レ
ペ
　
　
日
本
に
は
、
湾
岸
危
機
の
際
に

ル
で
こ
う
し
た
合
意
が
行
わ
れ
た
　
巨
額
の
資
金
を
拠
出
し
な
が
ら
、

背
景
に
は
、
蔵
相
の
間
で
「
カ
ネ
　
国
際
社
会
で
は
貢
献
度
が
低
く
み

Ｓ
“
～
Ｉ
、
『
ｗ
ｌ
　
¥
Ｊ
　
＝
７
＝
ｌ
ｌ
、
Ｓ

Ｉ
“
１
’
Ｗ
Ｉ
～

。
－
欄
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
儒
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
儡
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
圓
｀

ら
れ
た
苦
い
教
訓
も
あ
る
。
今
回

一

の
「
外
相
Ⅶ
蔵
相
」
の
構
図
は
、
大

蔵
省
側
が
仕
掛
け
た
観
も
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、
支
援
の
対
象
を
コ
ン
ボ

と
、
「
ユ
ー
ゴ
域
内
の
支
援
も
排

除
せ
ず
、
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
だ
」

と
す
る
日
本
と
の
問
で
、
食
い
違

い
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
３
日
間
で
、

支
援
の
全
体
像
が
み
え
て
く
る
可

能
性
は
低
い
よ
う
だ
。
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